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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

日
本
原
子
力
産
業
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

「
二
〇
一
九
年
世
界
原
子
力
大
学
・
夏
季
研
修
（
Ｗ

Ｎ
Ｕ
─
Ｓ
Ｉ
）」
へ
の
日
本
か
ら
の
参
加
を
支
援
し

た
研
修
生
に
よ
る
報
告
会
が
一
〇
月
一
六
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｗ
Ｎ
Ｕ
─
Ｓ
Ｉ
は
、

毎
年
夏
に
世
界
三
〇

か
国
以
上
か
ら
若
手

実
務
経
験
者
が
集
ま

り
、
原
子
力
に
関
連

す
る
国
際
機
関
や
各

国
の
現
役
リ
ー
ダ
ー

か
ら
講
義
を
受
け
る

と
と
も
に
、
少
人
数

で
の
議
論
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
合
宿
形
式
の
研
修

で
あ
り
、
今
回
は
六

月
二
三
日
～
七
月
二
七
日
の
五
週
間
、
ル
ー
マ
ニ
ア

（
ブ
カ
レ
ス
ト
）
と
ス
イ
ス
（
バ
ー
デ
ン
）
で
開
催

さ
れ
た
。
報
告
会
で
は
、
五
名
の
研
修
生
、
市
川

博
也
氏
（
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
）、
原
達

矢
氏（
関
西
電
力
）、文
野
通
尚
氏（
日
立
Ｇ
Ｅ
ニ
ュ
ー

ク
リ
ア・エ
ナ
ジ
ー
）、松
永
尚
子
氏（
三
菱
重
工
業
）、

湯
淺
雄
一
郎
氏
（
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
研
修
の
成
果
や
所
感
を
発
表
し
た
。 

　

開
会
に
際
し
、
植
竹
明
人
常
務
理
事
が
挨
拶

に
立
ち
、
故
向
坊
隆
氏
の
遺
功
を
後
世
に
託
す

べ
く
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
同

国
際
人
材
育
成
事
業
の
実
績
を
振
り
返
り
、「
若

手
は
貴
重
な
人
材
。
国
際
舞
台
で
大
い
に
活
躍

し
て
も
ら
い
、
二
〇
～
三
〇
年
後
に
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
原
子
力
産
業
界
に

還
元
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。 

　

各
研
修
生
か
ら
の
報
告
の
中
で
、
市
川
氏
は
、
Ｗ

Ｎ
Ｕ
─
Ｓ
Ｉ
の
五
〇
項
目
に
わ
た
る
講
義
内
容
を

図
示
し
、「
幅
広
く
色
々
な
知
識
が
得
ら
れ
た
」
と

し
た
ほ
か
、
原
氏
も
、
ス
ト
レ
ス
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
学
ば
せ
る
戦
略
ゲ
ー
ム
形
式
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
紹
介
し
、「
社
内
の
研
修
で
は
こ

れ
ま
で
経
験
が
な
く
、
今
後
の
業
務
に
活
か
せ
る
と

感
じ
た
」
と
、成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。 

　

ま
た
、
松
永
氏
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
の
所

感
を
発
表
。
ス
イ
ス
の
ゲ
ス
ゲ
ン
原
子
力
発
電
所

を
訪
れ
「
女
性
の
運
転
員
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

や
予
想
外
に
市
街
地
と
近
い
立
地
に
驚
き
を
感
じ

た
」
と
し
て
い
る
。
湯
淺
氏
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
対
す
る
各
国
参
加
者
の
関
心
の

高
さ
を
あ
げ
、「
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
最

新
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
」
と
、
海
外
へ

の
効
果
的
な
情
報
発
信
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。 

　

参
加
者
主
体
の
ミ
ニ
講
義
が
印
象
に
残
っ
た
と

い
う
文
野
氏
は
、
研
修
を
通
じ
た
所
感
と
し
て
、
炭

酸
ガ
ス
排
出
削
減
に
関
わ
る
原
子
力
の
重
要
性
や

初
期
投
資
の
小
さ
い
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
に
関
心

を
持
つ
国
が
多
か
っ
た
と
す
る
と
と
も
に
、
英
語

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
も
あ
げ
た
。 

　

次
回
の
Ｗ
Ｎ
Ｕ
─
Ｓ
Ｉ
は
、
我
が
国
で
の
開
催
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、報
告
を
行
っ
た
研
修
生
か
ら
は
、

提
案
や
留
意
点
な
ど
も
述
べ
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
の
同
ツ
ア
ー
で
日
本

人
観
光
客
向
け
の
も
の
は
、
旧

市
街
に
あ
る
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
寺

院
、
王
宮
、
国
立
オ
ペ
ラ
座
や

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
住
ん
で
い

た
家
な
ど
の
名
所
を
歩
い
て
巡

り
、
日
本
人
ガ
イ
ド
が
説
明
す

る
も
の
が
多
い
。
ガ
イ
ド
は
国

家
検
定
試
験
に
合
格
し
て
い
る

の
で
ウ
ィ
ー
ン
の
歴
史
、
文
化

に
詳
し
い
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
は
「
第
三
の
男
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
」
が
あ
る
。
こ
の
ツ

ア
ー
で
は
ウ
ィ
ー
ン
を
舞
台
に

し
た
往
年
の
名
画「
第
三
の
男
」

の
映
像
と
音
楽
の
引
用
に
よ
り

映
画
の
雰
囲
気
に
浸
り
つ
つ
、
ヨ
ー
ゼ
フ
広
場
や

メ
ル
カ
ー
・
バ
ス
タ
イ
な
ど
の
撮
影
現
場
を
訪
ね
る
。

ま
た
、「
第
三
の
男
下
水
道
ツ
ア
ー
」
は
、
映
画
に

登
場
す
る
地
下
へ
の
梯
子
を
降
り
て
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
舞
台
と
な
る
ウ
ィ
ー
ン
の
下
水
道
シ
ス
テ

ム
の
最
古
の
部
分
ま
で
歩
い
て
渡
る
ユ
ニ
ー
ク
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
。

　

一
方
、
京
都
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
向
け
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
は
、
一
九
九
六
年
に
始

ま
っ
た
五
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
人
気

が
高
い
。
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
が
京
都
の
歴
史
と
文
化
を

教
え
る
と
と
も
に
、
神
社
や
寺
院
な
ど
、
知
る
人
ぞ

知
る
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
日
本
の

手
工
芸
品
ア
ト
リ
エ
で
の
お
土
産
の
購
入
や
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
散
歩
を
す
る
。
さ
ら
に
、「
夜
の
祇

園
徒
歩
ツ
ア
ー
」
で
は
、
ガ
イ
ド
は
、
花
街
の
歴
史
、

芸
者
の
着
物
や
髪
型
か
ら
ル
ー
ル
、
日
常
の
儀
式

ま
で
、
芸
者
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
、
さ
ら
に

祇
園
の
裏
通
り
を
案
内
す
る
。
ツ
ア
ー
中
に
小
説

や
映
画
の
「
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
」
に
登
場
す
る
場
所

を
案
内
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
。オ
プ
シ
ョ
ン
で
、

先
斗
町
と
宮
川
町
の
他
の
二
つ
の
花
街
も
訪
問
す

る
こ
と
も
可
能
。両
市
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
は
、

内
外
の
観
光
客
を
対
象
と
し
て
、
歩
き
を
楽
し
む

た
め
の
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の

が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者

は
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時
に
日

本
人
会
主
催
の
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
ゆ
か
り
の
地
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
こ
と
や
、
知
人
の
ガ
イ

ド
に
美
術
史
博
物
館
内
を

案
内
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
両
市
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
ま
つ
わ

る
話
を
紹
介
で
き
た
幸
運

に
感
謝
し
つ
つ
、映
画
「
第

三
の
男
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
と
な
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
中

央
墓
地
の
並
木
道
の
ス

ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

元
京
都
大
学
教
授

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン
と 

京
都  
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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クリスマス マーケット Weihnachtsmarkt
♦ MQ の冬 Winter Im MuseumsQuartier ７区　11 月７日から　月～金 16-23　土日祝 13-23
♦ハースハース Haas & Haas １区 Stephansplatz 4, Innennhof   11 月８日から 月～金 16-20 土日 14-20
♦シュッピッテルベルク Spittelberger Weihnachtsmarkt ７区 Spittelberggasse, Burggasse, Stiftgasse
　11 月 14 日から　月～木 14-21　金 14-21:30　土 10-21:30　日祝 10-21
♦市庁舎前広場 Weihnachtstraum １区 Rathausplatz　11 月 15 日から 金土 10-22　日～木 10-21:30
♦シュテファン広場 Weihnachtsmarkt Stephansplatz １区 Stephansplatz　11 月 15 日から 毎日 11-21
♦アム・ホーフ Adventmarkt Am Hof １区 Am Hof　11 月 15 日から 月～木 11-21　金土日祝 10-21
♦オペラ座横 Advent Genussmarkt bei der Oper １区 Mahlerstraße　11 月 15 日から 毎日 11-21
♦王宮前ミヒャエル広場 K.u.k. Weihnachtsmarkt １区 Michaelerplatz　11 月 15 日から 毎日 12-20
♦ウィーン大学キャンパス Weihnachtsdorf Universitäts Campus ９区 Alser Straße 4
　11 月 15 日から　月～水 14-22　木金 14-23　土 11-23　日 11-21
♦見本市会場前 Almadvent ２区 Messeplatz 1　11 月 15 日から 月～金 11-21　土日 10-21
♦フライウング Altwiener Christkindlmarkt １区 Freyung  11 月 16 日から 毎日 10-21
♦大観覧車前 Wintermarkt am Riesenradplatz ２区 Prater  11 月 16 日から 月～金 12-22 土日祝 11-22
♦マリア・テレジア広場１区 Maria-Theresien-platz　11 月 20 日から 金土 11-22　日～木 11-21
♦ベルヴェデーレ宮殿３区 Prinz-Eugen-Straße 27　11 月 22 日から 月～金 11-21　土日祝 10-21
♦カールスプラッツ Art Advent am Karlsplatz　11 月 22 日から 毎日 12-20
♦シェーンブルン宮殿前 Weihnachtsmarkt vor dem Schloss Schönbrunn　11 月 23 日から 毎日 10-21

https://www.jaif.or.jp/191021-1


